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定時総会・130周年記念式典参加者一覧

（１）令和4年度9月発行（第37号） 令和4年度9月発行（第37号） （４）

令
和
３
年
度
定
時
総
会
（
第
１
３
１
期
）及
び
１
３
０
周

年
記
念
式
典
が
、
去
る
５
月
28
日(

土)

に
明
治
大
学
大
学

会
館
８
階
に
て
開
催
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｂ
75
名(

リ
モ
ー
ト
参
加

７
名
含
む
）と
現
役
37
名
と
総
勢
１
１
２
名
が
参
加
す
る

大
盛
況
と
な
っ
た
。

第
一
部
の
総
会
で
は
、
令
和
２
年
度
・３
年
度
の
活
動
報

告
・決
算
報
告
の
説
明
、
会
計
監
査
報
告
を
行
い
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
昭
和
49
年

法
学
部
卒
業
の
富
水
流
孝
二
氏
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
副

会
長
他
の
新
役
員
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
顧
問
・相

談
役
の
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
富
水

流
会
長
よ
り
、
令
和
4
年
度
活
動
計
画
案
・予
算
案
の
説

明
が
な
さ
れ

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

富
水
流
新
会
長
「ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
2
年
間
開
催
で
き
な
か
っ
た
総
会
開
催
と
１
３
０

周
年
記
念
式
典
が
開
催
で
き
た
こ
と
を
感
謝
申
し
あ
げ

た
い
。
そ
し
て
、
令
和
4
年
度
の
活
動
方
針
の
理
念
に
つ
い

て
は
改
め
て
雄
弁
と
は
何
か
、
そ
の
本
来
の
使
命
は
何
か
。

論
旨
は
聞
く
人
を
説
得
で
き
る
展
開
か
、
声
量
は
十
分
か

等
の
本
質
に
立
ち
返
り
、
雄
弁
を
生
涯
学
習
の
糧
と
し
て

生
か
す
人
生
を
考
え
つ
つ
、
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
も
、
大
学
の
掲

げ
る
人
財
の
育
成
、
知
の
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
に
準
じ
た
学
生
支

援
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
地
域
で
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
奨
励
と

年
度
別
拡
大
幹
事
体
制
（板
垣
副
会
長
担
当
）の
立
て
直

し
な
ど
も
検
討
し
、
明
治
大
学
雄
弁
部
及
び
Ｏ
Ｂ
会
の
更

な
る
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。
」

第
二
部
の
記
念
式
典
で
は
、
有
賀
実
行
委
員
長
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
明
治
大
学
大
六
野
学
長
に
よ
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
た
。
（
講
演
内
容
は
2
頁
参
照
）

明
治
大
学
柳
谷
孝
理
事
長
、
校
友
会
の
北
野
大
会
長
、

雄
弁
部
Ｏ
Ｂ
会
日
高
憲
三
名
誉
会
長
か
ら
の
祝
電
や
、
議

会
議
員
・行
政
Ｏ
Ｂ
紹
介
、
現
役
弁
論
、
応
援
団
に
よ
る

校
歌
・部
歌
の
斉
唱
、
集
合
写
真
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、

小
西
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
に
て
散
会
と
な
っ
た
。

（
式
典
の
様
子
や
記
念
講
演
等
に
つ
い
て
は
2
頁
参
照
）

ＯＢ会費納入のお願い

雄弁部ＯＢ会の運営費は、ＯＢ＆ＯＧの皆さんからの
会費で賄われています。つきましては、年会費（3千円）
または終身会費(3万円) を、同封の郵便局振込取扱票
にて納入いただくか、右記の銀行口座にお振込ください
ますようお願い致します。。
※寄付の際は備考に寄付の旨をお書きください。

2022.9

（有賀実行委員より式典開催挨拶）

■
■

訃

報

■
■

左
記
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
24
年

専
商
卒

斎
藤

修

昭
和
28
年

商
卒

木
村

喜
久
雄

昭
和
31
年

法
卒

片
倉

常
夫

昭
和
36
年

政
経
卒

森
高

良
樹

昭
和
36
年

政
経
卒

岡

元
雄
、

昭
和
40
年

法
卒

宮
本

勝
利

昭
和
41
年

政
経
卒

小
幡

正
雄

明
治
大
学
雄
辯
部
Ｏ
Ｂ
会
報
第
37
号

２
０
２
２
年
９
月
発
行

発
行

明
治
大
学
雄
辯
部
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

常
任
幹
事(

学
生
担
当
）

佐
藤
尚
孝(

平
成
22
年
法
卒
）

▼
▼

編
集
後
記

▼
▼

みずほ銀行九段支店

口座種別：普通口座
口座番号：１５０５０４１
口座名義：明治大学

雄弁部ＯＢ会

ゆうちょ銀行振替口座

口座記号：
００１８０-８-１２８５６３
口座名義：
明治大学雄弁部ＯＢ会

令
和
４
年
度

定
時
総
会
の
ご
案
内

令
和
３
年
度
定
時
総
会
、
１
３
０
周
年
記
念
式
典
開
催
！

１
３
０
周
年
記
念
式
典
で
は
、
数
年
ぶ
り
に
皆
さ
ん

と
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。
実
は
そ
の
直

前
の
5
月
1
日
、
私
は
人
生
初
の
転
職
を
し
ま
し
た
。

新
卒
か
ら
12
年
間
奉
職
し
た
全
国
市
長
会
を
退
職

し
、
（㈱W

o
rks H

u
m

a
n
 In

te
llig

e
n
ce

 

と
い
う

ソ
フ
ト
ウ
ェア
会
社
に
転
職
し
ま
し
た
。
き
っか
け
は
な

ん
と
雄
弁
部
で
す
。
１
期
上
の
羽
鳥
智
喜
先
輩
に
お

声
が
け
い
た
だ
き
、
畑
違
い
の
業
種
で
す
が
、
転
職
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
「先
輩
」か
ら
「上
司
」に
な
り

ま
し
た
。

新
卒
で
全
国
市
長
会
に
就
職
し
た
の
は
雄
弁
部
で

政
治
・社
会
問
題
に
触
れ
た
こ
と
が
き
っか
け
で
し
た

が
、
ま
さ
か
転
職
も
雄
弁
部
。
つ
く
づ
く
縁
を
感
じ
ま

す
。
Ｏ
Ｂ
会
常
任
幹
事
を
現
在
ま
で
約
10
年
間
務
め
、

最
近
は
議
員
の
先
輩
方
と
有
志
勉
強
会
を
開
催
し

よ
う
と
相
談
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
卒
業
し
た
の
か
？

と
疑
問
に
思
う
ほ
ど
雄
弁
部
が
日
常
に
あ
り
ま
す
。

次
回
総
会
で
、
先
輩
諸
兄
姉
の
お
元
気
な
お
姿
と

現
役
学
生
の
溌
剌
と
し
た
笑
顔
に
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
12
月
3
日
（
土
）

受
付
開
始

14
時
30
分
～

総
会･

講
演
会15

時
～
18
時

【
会
場
】
総
会
・
講
演
会
会
場

ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
二
階

Ａ
１
会
議
室

【
講
演
者
】明
治
大
学
政
経
学
部
教
授

飯
田
泰
之
氏

「
こ
れ
か
ら
の
地
方
再
生

」

【
会
費
】
２
千
円

※

当
日
の
寄
付
金
、
年
会
費
、
終
身
会
費
の

支
払
い
は
大
歓
迎
し
ま
す
。

【
出
欠
〆
切
】
11
月
７
日
（
月
）

皆
さ
ま
奮
って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

状
況
に
よ
って
は
、総
会
・講
演
会
が
中
止
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。出
席
の
返
事
を
い
た
だ
い
た
方

に
は
メ
ー
ル
ま
た
は
メ
ー
ル
で
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

尚
、Ｏ
Ｂ
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

（富水流会長より活動方針説明）

（定時総会の風景）

（応援団による校歌・部歌斉唱）

来
る
12
月
３
日(

土
）に
、
令
和
４
年
度

定
時
総
会(

１
３
２
期)

を
開
催
致
し
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
と
も

参
加
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

明
治
大
学
雄
弁
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長

富
水
流

孝
二

会場案内

№ 卒業年学部氏名
1 S33 法 山下 英幸
2 S35 政経渡辺 嘉道
3 S35 農 小林 一光
4 S37 政経山口 柾義
5 S38 法 永島 富雄
6 S40 法 上岡 一雄
7 S40 法 伊藤 幸雄
8 S40 商 丹羽 純一
9 S40 経営有賀 隆治
10 S40 経営水野 源吾
11 S41 法 三枝 秀之
12 S41 法 後藤 源
13 S41 政経小瀬川明寛
14 S42 法 米田 東逸
15 S42 商 大橋 敏男
16 S42 商 蛭﨑 正徳
17 S42 商 松原 輝夫
18 S42 経営橋本 徹雄
19 S44 経営松並 正幸
20 S47 法 岩崎 博
21 S48 政経五十嵐敏之
22 S48 政経阿部 頼孝
23 S49 法 千熊 正憲
24 S49 法 富水流孝二
25 S49 政経小原 卓治
26 S49 政経西澤 豊

27 S50 文 宮内 淳平
28 S51 政経植松 一明
29 S52 政経星 善徳
30 S52 政経山本 敏幸
31 S53 政経渡辺 譲
32 S55 政経小西 徳應
33 S55 政経岩崎 章
34 S58 法 佐藤 晴子
35 S58 政経保田 良平
36 S60 政経佐々木 毅
37 S61 法 板垣 昌之
38 S61 法 國松 誠
39 S61 政経赤池 誠章
40 S63 文 山川かおる
41 H01 商 萩田 真己
42 H01 政経佐藤 耕志
43 H01 農 清田 圭一
44 H01 経営 山本閉留巳
45 H03 政経 西田 義洋
46 H04 法 五十嵐利恵
47 H04 政経古川 直季
48 H07 法 森山 浩行
49 H08 法 本澤 好貞
50 H08 農 大渕 健
51 H08 政経中村 和彦
52 H11 政経宮本 朋和
53 H12 政経古本 武司

54 H12 政経竹内 智宣
55 H12 政経鈴木 潔
56 H12 法 有松 憲彦
57 H13 法 南上清一郎
58 H13 政経田中耕太郎
59 H13 政経荒井 正志
60 H16 商 鈴木 大介
61 H16 政経小林 宏樹
62 H17 政経小野 雄太
63 H19 法 佐野 友章
64 H22 法 佐藤 尚孝
65 H23 商 小野 順也
66 H25 政経福田 直人
67 H27 政経飯倉 一樹
68 H28 政経櫻井 大智

リモート参加
１ H11法 前田 匡
２ H11 政経 内山 佳洋
３ H11 経営 川神 光生
４ H13法 矢野 聖子
５ H14経営釘島 良蔵
６ H22政経木下 高志
７ H26 法 倉林 正弥

ＯＢ参加者一覧 ７５名(会場６８名・リモート７名) ※卒業年度順

№ 学年学部氏名
1 3 法 藤川 太暉
2 3 情コミ 生方 遥斗
3 3 文 木村荘太
4 2 情コミ ジャヤビクラマ幸一
5 2 農 木村 光樹
6 3 政経 川嶋 健吾
7 2 政経 本村 航輝
8 2 政経 可児 奈央未
9 2 商 田村 海渡
10 2 政経 橋本 篤
11 2 商 渡邊 優生斗
12 2 情コミ 正躰 幹人
13 4 政経 倉持 太介
14 4 政経 大屋敷 輝喜
15 4 政経 安藤 拓海
16 4 政経 高野 俊也
17 4 政経 宇留野 隼
18 3 法 高見 遼太朗
19 3 経営 吉田 健太郎
20 1 法 福島 将太
21 1 法 加藤 正宗
22 1 法 橋爪 美真
23 1 法 新屋 潤季
24 1 商 原田 進之介
25 1 商 久住 風雅
26 1 商 大村 晃也
27 1 政経 大河原 優人
28 1 政経 山田 優輝
29 1 文 植田 陸
30 1 文 河路 健吾
31 1 文 石川 竜也
32 1 文 辻本 龍成
33 1 文 三浦 璃里奈
34 1 理工 田口 瑛舜
35 1 理工 川名 慶征
36 1 農 新開 千紘
37 1 農 松熊 心咲

現役参加者一覧 ３７名

材
を
輩
出
し
、大
学
に
於
い
て
も
理
事
長
、

学
長
、
理
事
、
評
議
員
と
し
て
本
学
の
運
営
に

貢
献
し
て
お
り
、
こ
の
良
き
伝
統
は
今
後
も
受

け
継
が
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
明
大
生
は

卒
業
し
て
歳
を
と
る
に
つ
れ
母
校
愛
が
強
く
な

る
よ
う
で
今
後
の
大
学
発
展
の
た
め
ご
支
援
を

雄
弁
部
共
々
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
「
２
０
世
紀
は
経
済
が
社
会
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
が
、
２
１
世
紀
は
文
化
が
社
会
を

リ
ー
ド
す
る
時
代
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

の
リ
ー
ダ
ー
は
、
日
本
以
外
に
な
い
。
」と
言
う

Ｐ
・ド
ラ
ッ
カ
ー
博
士
の
言
葉
を
申
し
上
げ
、
本

日
ご
出
席
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雄
弁
部
創
立
１
３
０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
は
コロ
ナ
禍
の
中
、
全
国
か
ら
多
数

ご
出
席
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
約
２

年
半
遅
れ
で
開
催
出
来
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
記
念
事
業
の
第
一
は
式
典
及
び
大
六
野
学

長
の
記
念
講
演
で
す
。
第
二
は
記
念
誌
の
発
行

で
７
５
名
の
方
か
ら
雄
弁
部
時
代
の
想
い
出
な

ど
貴
重
な
寄
稿
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
第
三
は

記
念
募
金
、
お
陰
様
で
目
標
の
五
百
万
円
の
温

か
い
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
雄
弁
部
は
歴
史
も
古
く
総
理
大
臣
、
政
治

家
、
法
曹
人
、
経
済
人
な
ど
幾
多
の
優
れ
た
人

創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典

実
行
委
員
長

有
賀
隆
治

↑ コチラ ↓

アカデミー コモン
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会計監事
岩崎 博 （S47法）
山本 閉留巳（H01経営)

新メンバー紹介 ～コロナにめげず新メンバーで新OB会スタート～

名誉会長
日高 憲三（S35政経）
顧問
高野 敬一（S26法）
金谷 栄一（S27商）
斎藤 直 （S28政経）
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笹川 堯 （S31法）
藤原 實 （S32政経）
山下 英幸（S33法）
眞田 瞳 （S33法）
前川 一郎（S35 法）
小林 一光（S35農）
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平塚 治 （S37法）
岩本 健二（S38法）
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鎌倉 三郎（S41法）
後藤 源 （S41法）
三枝 秀之（S41法）
松原 輝夫（S42法）
石川 和永（S43法）
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新顧問・相談役

会
計
監
査岩

崎

博(

昭
和
47
年
法
卒
）

会
計
監
査

山
本

閉
留
巳(

平
成
元
年
経
営
卒)

現
役

活
動
報
告

第
１
３
２
期

代
表

木
村

光
樹

( 

農
学
部
2
年)

会
計
局
長

萩
田

真
已

(

平
成
元
年
商
卒)

会
計
局
次
長

山
川

か
お
る

(

昭
和
63
年
法
卒)

常
任
幹
事(

会
計
担
当)

五
十
嵐

利
恵

（
平
成
４
年
法
卒)

常
任
幹
事(

会
報
担
当)

古
本

武
司

(

平
成
12
年
政
経
卒)

常
任
幹
事田

中

耕
太
郎

(

平
成
13
年
政
経
卒)

創
立
１
３
０
周
年
記
念
講
演

創
立
１
３
０
周
年
記
念
講
演

明
治
大
学
学
長

大
六
野
耕
作
氏

「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
と

こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
」

私
は
、
か
つ
て
６
年
間
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
長
を
務

め
た
が
、
前
半
は
負
け
が
多
く
厳
し
い
批
判
を
受
け

た
。
し
か
し
大
学
選
手
権
に
勝
っ
た
こ
と
で
評
価
は

手
の
平
返
し
。
や
は
り
結
果
が
大
事
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
何
か
？
今
、
明
治
大
学
は
そ
こ
を

探
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ侵
略
な
ど
で
人
権
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
が
、
国
境
を
越
え
て
政
治
は
人
権
を

守
れ
な
い
。
こ
れ
は
近
代
30
0
年
で
も
変
わ
っ
て
い

な
い
課
題
で
あ
る
。
明
治
大
学
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

学
生
を
10
人
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
・ボ
ス
ト
ン
で
の
思
い
出
が
あ
る
。
ブ
ッ
ク

パ
ー
テ
ィ
と
い
う
新
刊
書
の
著
者
が
参
加
す
る
お
披

露
目
の
会
に
招
か
れ
た
時
の
こ
と
。
日
本
人
が
い
れ

ば
大
学
は
東
京
大
学
、
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て

い
る
だ
け
で
議
論
に
参
加
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
私
が
、
ど
ん
ど
ん
議
論
す
る
の
で
本
当
に

日
本
人
か
と
聞
か
れ
た
。
今
、
日
本
人
が
外
国
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
の
は
、
主
に
ジ
ャ
パ

ノ
ロ
ジ
ス
ト
と
言
わ
れ
る
知
日
派
だ
が
、
こ
れ
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
極
め
て
狭
い
。
グ

ロ
ー
バ
ル
と
は
言
い
難
い
。

明
治
維
新
で
日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
否
応
な
く

強
い
ら
れ
た
。
多
く
の
指
導
者
層
が
欧
米
に
出
掛
け

て
、
近
代
国
家
社
会
経
済
制
度
や
技
術
を
貪
欲
に

学
ん
だ
。
当
時
は
外
国
語
で
し
か
学
べ
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
日
本
人
教
師
が
生
ま

れ
、
教
育
が
日
本
化
さ
れ
て
い
く
。
教
育
が
日
本
語

で
完
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
教
育
の
画
一
化
が
始
ま
っ

た
。他

民
族
国
家
や
か
つ
て
の
植
民
地
国
家
で
は
、
共

通
語
と
し
て
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
使
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
り
や
す
い
。

明
治
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
機
能
す
る
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
海
外
留
学
生
の
受
け
入
れ

や
海
外
への
留
学
の
促
進
で
あ
る
。
こ
こ
10
年
余
り

で
10
倍
に
増
え
て
い
る
。
結
果
的
に
「個
の
力
を
強

く
す
る
」こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
・ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
留
学
し
た
明
大
生
の

例
を
紹
介
し
よ
う
。
経
営
を
学
ぶ
た
め
の
留
学
で
あ

る
。
実
際
に
会
社
を
設
立
し
て
事
業
を
行
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
で
取
引
を
し
て
３
ヶ

月
で
結
果
を
出
す
と
い
う
も
の
。
オ
ラ
ン
ダ
の
学
生

と
と
も
に
議
論
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。
オ
ラ
ン

ダ
の
特
産
物
は
鶏
卵
。
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
よ

う
と
い
う
こ
と
に
。
で
も
品
質
に
厳
し
い
日
本
に
売

り
込
む
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
卵
の
殻
に
入
っ

た
プ
リ
ン
な
ら
冷
凍
輸
送
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

生
産
者
や
輸
送
ル
ー
ト
の
選
定
、
品
質
管
理
、
日
本

への
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
ま
で
成

し
遂
げ
た
。
3
ヶ
月
で
事
業
を
立
ち
上
げ
利
益
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り

結
果
に
繋
げ
た
。
個
人
と
し
て
多
く
を
学
び
強
く
な

っ
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

文
科
省
に
「ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援

(S
G

U
)

」と
い
う
も
の
が
あ
る
。
明
治
大
学
は
20
14
年

か
ら
選
定
さ
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
外
国
人
留
学

生
も
参
加
し
て
学
内
の
学
生
間
で
主
体
的
に
異
文

化
交
流
を
図
る
と
い
う
も
の
。
こ
れ
か
ら
留
学
生
も

増
え
て
い
く
し
、
20
30
年
ま
で
に
は
凄
い
こ
と
に
な
る

予
感
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
ご
期
待
と
と
も
に
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

）

130 周 年 式 典 の 風 景

（ ↑大六野学長を囲んで参加OB＆OG 集合写真 ）

（参加現役生含めた集合写真）

（応援団による校歌・部歌斉唱）

ま
だ
ま
だ
幹
事
と
し
て
至
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
程

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
に
な
り
な
お
惹
か
れ
る
雄
辯
部
と

は
何
か
。
世
代
を
超
え
て
も
通
じ
合
え
る

心
地
よ
さ
、
現
役
と
変
わ
ら
ぬ
脈
々
と
つ

づ
く
議
論
が
、
歌
が
、
志
が
あ
る
か
ら
だ
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
受
け
継
が
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
現
役
学
生
を
見
守
り
、
愛
で
て
い

る
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。

私
が
幹
事
を
拝
命
す
る
の
は
、
そ
う
し
た

先
輩
諸
兄
や
毎
年
増
え
る
後
輩
諸
君
の

想
い
を
よ
り
確
か
に
現
役
世
代
に
届
け
た

い
か
ら
で
あ
り
。
諸
兄
諸
君
の
絆
を
繋
ぎ

た
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
に
高

き
理
想
の
道
を
歩
み
つ
づ
け
る
源
を
得
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

「混
迷
す
る
社
会
に
正
義
の
鐘
を
な
ら

さ
む
」諸
兄
諸
君
の
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
13
年
政
治
経
済
学
部
卒
の
田
中

耕
太
郎
で
す
。
雄
弁
部
現
役
時
代
は
和

泉
支
部
長
、
代
表
等
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
み
ず
ほ
銀
行
㈱

ア
リ
コジ
ャ
パ
ン
（現
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
）を

経
て
現
在
、
東
京
都
中
央
区
の
区
議
会

議
員
4
期
目
を
務
め
て
い
ま
す
。

政
治
の
世
界
に
身
を
置
け
て
い
る
の
は

紛
れ
も
な
く
雄
弁
部
の
お
陰
で
す
。
微
力

な
が
ら
恩
返
し
が
で
き
る
機
会
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

こ
の
度
雄
辯
部
１
３
２
期
代
表
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
、
木
村
光
樹

（
農
学
部
２
年
）と
申
し
ま
す
。

我
が
部
は
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で

偉
大
な
先
輩
方
を
数
多
く
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、
何
が
こ
の

歴
史
を
作
った
の
で
し
ょ
う
か
。
私

が
思
う
に
、
そ
れ
は
部
員
が
自
己

の
変
革
と
社
会
の
変
革
に
忠
実

で
あ
り
続
け
た
こ
と
で
す
。
形
は

違
え
ど
も
、
皆
が
理
念
に
適
う
よ

う
行
動
し
て
き
た
結
果
が
雄
辯
部

の
華
々
し
い
歴
史
を
形
作
って
い
る

の
で
し
ょ
う
。

私
は
雄
辯
部
を
、
先
輩
方
が
雄

辯
部
で
の
研
鑽
を
も
って
飛
躍
し

て
い
か
れ
た
よ
う
に
、
部
員
の
可
能

性
を
引
き
出
し
、
社
会
に
有
為
な

人
材
を
涵
養
す
る
場
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
部
内
の

構
造
改
革
を
は
じ
め
、
様
々
な
施

策
を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

卒
部
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
高
配
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
平
成
元
年
に
卒
業
以
来
33

年
の
月
日
が
経
過
し
て
い
る
事
も
改

め
て
考
え
る
と
感
慨
深
い
。

因
み
に
昭
和
47
年
卒
の
皆
様
は
、
卒

業
50
年
、
52
年
卒
は
45
年
、
57
年
卒
が

40
年
、
62
年
卒
が
35
年
、
平
成
４
年
卒

が
30
年
、
９
年
卒
が
25
年
、
14
年
が
20

年
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
年
で
す
。

是
非
Ｏ
Ｂ
会
に
同
期
お
誘
い
会
わ

せ
ご
参
加
を
！

子
育
て
が
一
段
落
つ
き
、
自
分
の
た

め
に
時
間
を
使
お
う
、
とO

B

会
に
何

度
か
参
加
し
た
折
り
、
縁
あ
って
幹
事

会
への
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

で
で
き
る
こ
と
で
し
た
ら
、
と
軽
い
気

持
ち
で
お
受
け
し
た
と
こ
ろ
、
会
計
と

い
う
大
き
な
役
目
を
い
た
だ
き
、
想

定
外
の
こ
と
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
精

一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
。
久
し
振
り

に
お
会
い
す
る
先
輩
後
輩
の
皆
様
に

刺
激
を
受
け
つ
つ
、
卒
後
何
年
経
って

も
雄
辯
部
の
心
を
忘
れ
ず
成
長
し
て

い
け
れ
ば
と
思
って
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
会
計
監
査
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
山
本
閉

留
巳
（や
ま
も
と

へる
み
）と
申
し
ま
す
。

平
成
元
年
に
経
営
学
部
を
卒
業
し
、
松
下
政
経
塾

に
入
塾
、
そ
の
後
シ
ン
ク
タ
ン
ク
勤
務
、
会
社
役
員
を

経
て
、
平
成
23
年
ま
で
港
区
議
会
議
員
を
務
め
て
お

り
ま
し
た
。

現
在
は
、
実
家
の
ア
パ
ー
ト
賃
貸
業
を
事
業
承
継

し
て
お
り
ま
す
。

我
が
明
治
大
学
雄
弁
部
は
、
創
立
以
来
１
３
０
年

の
歴
史
を
数
え
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
組
織
の
監
査
と
い
う

重
責
を
担
い
光
栄
の
至
り
で
あ
り
ま
す
が
、
健
全
か

つ
発
展
的
な
組
織
を
目
指
し
、
先
輩
・同
輩
・後
輩
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
大
学
卒
業
後
、
放
送
の
仕
事
に
職
を
得
て

従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。
転
勤
な
ど
も
あ
り
、
雄
弁

部
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
に
は
疎
遠
で
、
心
苦
し
く
感
じ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
富
水
流
会
長
よ
り
お
誘
い

を
受
け
、
会
計
監
査
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
役
割
と
は
い
え
、
精
一
杯

務
め
る
所
存
で
す
。

会
計
監
査
は
、
金
銭
の
流
れ
、
ひ
い
て
は
業
務
の

有
り
様
を
点
検
す
る
重
要
な
役
割
と
存
じ
ま
す
。

と
同
時
に
監
査
の
中
か
ら
持
続
的
、
安
定
的
な
事

業
運
営
を
見
通
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
今
後
も
、

現
役
や
大
学
への
サ
ポ
ー
ト
な
ど
変
化
に
応
じ
て

機
敏
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
費

の
収
納
率
を
更
に
高
め
る
こ
と
も
課
題
で
す
。
Ｏ
Ｂ

各
位
に
は
、
総
会
の
ほ
か
地
域
や
同
期
仲
間
の
交

流
な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
Ｏ
Ｂ
会
への
親
近

感
や
参
加
感
を
高
め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
若
い

世
代
は
特
に
忙
し
い
で
し
ょ
う
が
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
に

も
多
少
な
り
と
も
意
を
注
い
で
い
た
だ
け
た
ら
と

存
じ
ま
す
。
各
世
代
が
相
ま
って
Ｏ
Ｂ
会
の
更
な
る

発
展
を
期
待
致
し
ま
す
。

（第131期 OB会常任幹事）

（藤川太暉第131期代表の現役弁論）

先
日
、
江
ノ
電
開
業
１
２
０
年
と
の
報
に
触
れ
た
。

な
ん
の
！
雄
弁
部
は
、
そ
の
12
年
前
に
創
部
さ
れ
た

の
だ
！

改
め
て
明
大
雄
弁
部
の
歴
史
を
再
認
識
し
た
。

こ
の
度
幹
事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

平
4
法
卒
の
五
十
嵐
利
恵
で
す
。

大
学
時
代
に
仲
間
に
囲
ま
れ
、
熱

心
に
論
議
し
て
い
た
事
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
雄
弁
部
は
大
勢

の
優
秀
な
人
材
を
世
の
中
に
輩
出
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
だ
と
い
う
事
を
自
覚

し
な
が
ら
、
私
自
身
も
社
会
人
と
し

て
、
そ
の
名
に
恥
な
き
生
き
方
を
し

て
い
こ
う
と
思
って
い
ま
す
。

↗


